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おおたこうれん

※実施月についてはあくまで予定であり、変更となる可能性があります。

令和6年度の主な事業予定

令 和 6 年 度 大 田 区 「 優 工 場 」 を 募 集 し ま す ！

応募資格 大田区内で生産・加工現場を有した常時稼働している工場（工場認可が必要）
 ※工場及び労働環境などの状態が法令等に抵触する場合は対象とならないことがあります。

募集期間 令和6年5月１日（水）～7月31日（水）17時必着
 ※申し込みを希望される場合には、事前に下記担当までご連絡ください。

実地調査 令和6年9月4日（水）～9月6日（金）いずれか１日（90分程度）
最終確認 令和6年9月30日（月）、10月7日（月）いずれか１日（30分程度）
審　　査 実地調査を踏まえ、10月の審査会にて決定致します。
認定期間 5年間（令和2年度以降認定を受けた工場は今年度お申込みいただけません。）
表 彰 式  令和7年2月14日（金）（予定）
特　　典　　　1）協会Webサイトでの紹介　　認定工場の概要を掲載し、PRビデオを撮影・配信する等、インターネットを利用したPRを行います。
 2）パンフレットの作成　　認定工場のパンフレットを作成し、国内外からの視察や各種窓口・催事で告知します。 　
 3）贈呈品　　・「優工場」プレート 　・「優工場」認定証　・認定工場一覧のパンフレット　・企業紹介パネル　・企業PR動画　等
 4）大田区中小企業融資あっせん制度の優遇　　「チャレンジ企業応援資金」における中小企業診断士による経営診断が免除されます。※優工場認定期間中に限ります。
 5）おしごとナビ大田区の無料掲載　　大田区産業振興協会が運営する求人情報サイト「おしごとナビ大田区」に求人情報を1年間無料掲載できます。

お問合せ  （公財）大田区産業振興協会　産業人財係 TEL：03-3733-6109　FAX：03-3733-6459

人に優しい、まちに優しい、技術・経営に優れた工場を「優工場」に認定し、さらに優秀な工場を表彰することによって、
大田区の工業に従事する人のやりがい、生きがいを引き出すとともに大田区工業の振興を図ることを目的とします。 
貴工場の優秀性を内外にアピールするチャンスとして「優工場」にぜひご応募ください。

実施月 事業名 担当会 備考

4月 第 58 回定時総会 大田工連青年部

7 月 委員引継研修会
大森工場協会
ＹＭクラブ

1泊 2日を予定

8 月頃 納涼会
蒲田工業協同組合

木鶏会

9 月頃 マッチングセッション 大田工連青年部 実行委員会にて運営

9 ～
10 月

工場見学会 工和成年会

10 ～
11 月

講演会 蒲田工業経営研究会

11 月 OTA ふれあいフェスタ 大田工連青年部
各会青年部で
出展予定

12 月 忘年会
蒲田工業協同組合

木鶏会

2 月 テクニカルショウヨコハマ等 大田工連青年部 共同出展を予定

3 月 THE PARTY 2025 大田工連青年部 実行委員会にて運営

4 月 第 59 回定時総会 大田工連青年部
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THE PARTY
２０２４

大田区の『町工場バンド』が参加する音楽イベント「THE PARTY」が、コ
ロナ禍を乗り越え5年ぶりに復活した。開催日は3月９日１６時３０分か
ら、会場は大田区産業プラザPiO １F大展示ホール。大田工業連合会会員
企業や関係者のほか、音楽好きな地域住民も参加。バンドの演奏に合
わせて体を動かし、声を張り上げる。熱狂の一夜を写真でお伝えする。

さとりん
大森の会社員によるバンド。トップバッターをつとめた。

T h e  B e a t n i k 2 . 0
総勢 12人のベテラン大所帯バンド。

ギターの Ritchie (左)とTerry（右）N O  B A L A N C E
オレンジの衣装に身を包み、洋楽の名曲をプレイ。

T a h i t i a n  D a n c e  T e am  H I N A T E A
南太平洋のタヒチに伝わる、タヒチアンダンスのグループ。激しく腰を動
かすダンスで会場を魅了した。

G a k u  w i t h  F a c u l t y  B a n d
日本工学院ミュージックカレッジで結成されたバンド。

ハスキーボイスが魅力のボーカル、ゆう
こりん。鋭い視線に射貫かれる。

Y u k o r i n  B a n d
ステージ衣装は黒で統一。昭和歌謡を演奏した。

ボーカルのジュン３ねん６くみ～ず
トリを飾ったのは、地元の同級生によるバンド。いぶし銀の演奏で会
場を沸かし、最後にふさわしい盛り上がりとなった。



（3） 2024年5月31日発行 大　田　工　連 第402号

大田区より

【対象者】

昭和37年４月２日から昭和54年４月１日生まれの男性のうち、
抗体検査をまだ受けていない方

※公的接種を受ける機会がなく、抗体保有率が他の世代に比べて低くなっています。

　区から令和６年５月初旬、対象の方（令和６年４月１日時点で区内在住）に、風しんの抗体検査・予防接種を無料で受けることができ
るクーポン券を一斉発送しました。実施医療機関だけでなく、職場での事業所健診の機会に受けることができる場合があります。詳細は
勤務先の健診担当にお問い合わせください。
　クーポン券を使用できるのは令和６年度が最後ですので、ぜひ抗体検査を受けてみましょう。
　なお、予防接種は検査で抗体価が低いと判明した場合、受けることができます。

大田区企業立地・ＳＤＧｓ促進助成金を創設しました
※過去に「ものづくり工場立地助成」「研究開発企業等拠点整備助成」を利用した企業も申請することができます。

【事業所のご担当者様へ】

対象者の方が風しんの抗体検査を受けることができるよう、ご協力ください。
事業所健診等においてクーポン券を利用して抗体検査を実施できるか、健診委託先の医療機関にご確認いただき、
実施できる場合は、今後健診の委託内容に風しん抗体検査を含めて実施いただくようお願いします。

風しんの抗体検査・予防接種を無料で受けられます！

令和 6 年度　大田区助成金のお知らせ

詳細情報は大田区ホームページでご確認ください。
右記二次元コードからアクセスできます。

問合先  ：  大田区保健所感染症対策課
電　話  ：  03-5744-1263
F  A  X   ：  03-5744-1524

一般財団法人日本立地センター　TEL 03-5801-9840　受付時間 9:00~17:00 平日（土日祝、年末年始を除く）

【目　　的】 ・大田区の産業集積の維持発展及び区内企業の持続的な経営を促進します。
【対  象  者】 ・１年以上同一の業種を営む中小企業者で製造業または研究開発企業　（ファブレス企業を含む）・貸工場経営者
【対象事業】 ・50万円以上の工事等
【対象経費】 （１）新増設または移転（２）脱炭素化または生産性向上に寄与する建物付帯設備の整備
【補  助  率】 ・１／３
【補助限度額】 ・製造業、貸工場経営者：1,000万円　・研究開発企業等（ファブレス企業を含む）：500万円

企業立地・SDGｓ促進サポート業務において、助成金の相談・申請をサポート！
・大田区は企業立地・SDGｓ促進サポート業務を（一財）日本立地センターに委託しております。
・助成金の申請をお考えの方に対して、同センターの職員が現場を訪問し、お話を伺います。お気軽にご相談ください。
※いずれの助成金も契約締結前の工事が対象になります。

大田区では、産業支援施設等のご案内や貸工場・工場用地探しのサポートをしております。
大田区産業振興課（03-5744-1376）までお気軽にご連絡ください。
※事業内容や施設の条件によってはご案内ができない場合があります。

操業場所をお探しの方へ（製造業・研究開発企業）
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この４月から、事務局長に就任いたし
ました吉崎彰です。
これまで、大田区役所に勤務しており

ましたが、そのうち16年間は産業振興
分野に勤務し、主に工業の施策に取り組
んでまいりました。
この度、その工業の業界に身を置き、

これまでの経験も活かし、皆様とともに
大田区のものづくり産業の発展を目指し
ていきたいと考えております。
実は、昨今の産業を巡る風潮について、

思うところがあります。
世の中では、先端技術というと、やれ

ロボティクスだとか、航空宇宙産業、Ａ
Ｉの時代とか言っておりますが、何を言っ
ているのか？　それらが機能するには半
導体チップが不可欠であり、それを作る
のは半導体製造装置であり、そしてその
基幹部品を作るのは、基盤技術の力です。
先端技術を支えるのではなく、生み出し
ているとも言えます。そうした意味でも、
これからの日本経済、世界経済の未来を
担うのは、その基盤技術のメッカ大田区
の町工場なのでは、と確信しています。
そのため、大田工業連合会会員企業

様のものづくり技術力のさらなるブラッ
シュアップ、人材育成等に少しでも貢献
できるように頑張る決意です。
事務局では、大田区から「次世代もの

づくり人材育成事業」を受託し、イベン
トや助成事業に取り組んでおります。会
員の皆様には、この事業を大いに活用し
ていただき、貴重な人材の育成・成長等
に役立てていただければと思います。
どうぞ、よろしくお願いいたします。

第18回事務
局から

　大田工業連合会は５月15日
から17日の3日間、大田区産
業プラザPｉＯ６階C会議室で
「２０２４年度新入社員研修」
を開催した。大田区の中小企業
の新入社員が集まり、社会人と
して必要なビジネスマナーや考
え方を学ぶのが狙いだ。講師は
研修や人材派遣を手がけるアイ
ング株式会社の猪田美奈子氏、
佐藤外美子氏。S.P.E.C.(株)、
(株)加藤研磨製作所、三栄精
機(株)、(株)三陽機械製作所、
(株)昭和製作所、シンレキ工業
(株)、千歳工業(株)、(株)東開製
作所、(株)松浦製作所の9社から
16名の新入社員が参加した。
  セミナーの冒頭、当会の広瀬安宏会長は「古い
ものは否定されやすい時代だが、個人的には過
去は大事であると思う。皆さんも過去を学んだ
上で、その上で取捨選択し、自らの成長の糧とし
てほしい。大田区の工業の将来を担う人材となれ
るよう頑張ってください」とエールを贈った。
 　15日の研修は、参加者を４名ずつ４つのチー
ムに分け、グループワークと講義を交互に行う
形で進められた。猪田先生は、社会人に必要な
４つの意識として顧客への意識、社内外との協
力意識、コスト意識、自己管理意識がある、と
紹介した。さらにコンプライアンスや職場での
セキュリティマナー、ＳＮＳを慎重に使う必要
があることを説いた
  午後からは講師が佐藤氏に替わり、ビジネスマ
ナーについて学習した。「ビジネスマナーは、
仕事を円滑に進めるためのコミュニケーショ
ン・ツール。身だしなみや表情、声のトーン

も重要」と語る佐藤先生。お辞儀や接客のやり
方、名刺の渡し方などを実技指導。16日、17日
のセミナーでは電話対応や訪問・来客対応、ビ
ジネス文書・メールの書き方、報告・連絡・相
談のポイントなどについて研修した。
  研修に参加した三栄精機の成田将也さんは「初め
て知るマナーもあり参考になった。会社に同期が
いないので、他者の同期の人と出会えたのも貴重
な経験だった」と感想
を語った。加藤研磨製
作所の濱田清美さんは
「もっと厳かな研修か
と思っていたが、和や
かな雰囲気で理解がし
やすかった。先輩の話
を聞く時の態度など、
役立つ知識を得られ
た」と述べた。　

２０２４　新入社員セミナー
大田区の将来を担う人材を育成

名刺の渡し方を練習する新入社員たち

広瀬会長

1.35%
（2024年5月1日現在）

2025

・法律相談・税務相談・労務相談・金融相談


